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『京都府の地震活動』は、京都府及びその周辺の地震活動状況を解説するとともに、地震防災知識

の普及に資するため、毎月刊行しています。 

本誌に掲載した震源要素、震度データは、再調査された後、修正されることがあります。 

本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総合研究所、

国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、

東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016 年

熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、2022年能登半島における合同

地震観測グループによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、飯田小学校）、米国大学間地震学研

究連合（IRIS） の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。 

震度データは、気象庁の震度計の観測データに併せて地方公共団体及び国立研究開発法人防災科学

技術研究所から提供されたものを掲載しています。 
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震央分布図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 

 
・（2022年12月1日～2023年11月30日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2023年11月の地震を赤く表示（総数211） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 

・震度１以上を観測した地震には、日時、深さ、マグニチュード（M）、最大震度及び京都府内で震度を観測した地震に 

ついては京都府内最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 
概況 

11 月中、震央分布図内で観測したマグニチュード 2.0 以上の地震は６回、震度１以上の
揺れを観測した地震は１回でした（10 月はそれぞれ 11 回、４回）。 

京都府内で震度１以上を観測した地震は２回ありました（10 月は２回）。 

１日 07 時 34 分 紀伊水道の地震（図の領域外：深さ 46km、M4.9）により、京都府京都市

西京区、福知山市、京丹後市、亀岡市、八幡市、与謝野町、久御山町、南山城村で震度１

を観測したほか、東海・近畿・中国・四国地方にかけて震度３～１を観測しました。 
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11 日 02 時 44 分 京都府南部の地震（深さ 11km、M3.5）により、京都府京丹波町で震度

２を観測したほか、福井県、京都府、兵庫県で震度１を観測しました。 

 

震央分布図、断面図（マグニチュード 0.5 以上、深さ０～80km） 
 

 
 

 
 

・（2022年12月1日～2023年11月30日、深さ０～80km、M≧0.5） 

・2023年11月の地震を赤く表示（総数211） 

・震源を表す「○」の記号は、マグニチュード（M）の大きさに対応したサイズで表記。 
・震度１以上を観測した地震には、日時、マグニチュード（M）、最大震度を付記。 

・橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す。 

 

深さ数 km～約 20km に分布している地震は陸側のプレート内で発生した地震（地殻内地
震）、深さ約 30km～約 60km に分布している地震は、沈み込むフィリピン海プレート内の地
震です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

左上 震央分布図 

右上 震央分布図を東から見た断面図 

左下 震央分布図を南から見た断面図 
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京都府で震度１以上の揺れを観測した地震の震度一覧表（2023 年 11 月） 

 

 

 
注１：所属のうち、「気」は「気象庁」、「防」は「防災科学技術研究所」、「自」は「自治体」を示しています。 

注２：表○数字は、11 月に京都府内で震度１以上の揺れを観測した地震番号を表しています。 
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① 11 月 1 日 07 時 34 分 紀伊水道の地震（M4.9、深さ 46km）の震度分布図

（上図：地域別、下図：観測点別） 
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② 11 月 11 日 02 時 44 分 京都府南部の地震（M3.5、深さ 11km）の震度分

布図（観測点別） 
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【地震一口メモ】 

南海トラフ地震臨時情報について 

 

先月（10 月）号では、「南海トラフ地震関連解説情報」を解説しましたが、今月号では、「南海トラフ

地震臨時情報」について取り上げます。「南海トラフ地震臨時情報」は、南海トラフ沿いで異常な現象が

観測され、その現象が南海トラフ地震と関連するかどうかの調査を開始、継続している場合や、調査結

果を公表する場合に発表する情報です（図１赤枠内）。具体的には、図２の通り、監視領域内でマグニチ

ュード 6.8 以上の地震が発生した際などに”調査中”のキーワードと共に発表します。その後、監視領域

内で評価されたモーメントマグニチュード※から、「図２の各キーワードを付記する条件」にもとづいた

キーワードで発表し、国民に南海トラフ地震の発生の可能性が平常時と比べて相対的に高まったと評

価されたこと等をお知らせします。”巨大地震警戒”や”巨大地震注意”のキーワードと共に発表された場

合、１週間～２週間程度は、国や地方公共団体の呼びかけ等に応じた防災対応をとる必要があります（図

３）。 

京都府では、南海トラフ地震による津波の影響はありませんが、国の想定では、南部で最大震度６強

となる可能性があります（図４）。そのため、大きな揺れが見込まれる市町村では、南海トラフ地震防災

対策推進地域に指定されています（京都市、宇治市、亀岡市、城陽市、向日市、長岡京市、八幡市、京

田辺市、南丹市、木津川市、大山崎町、久御山町、井手町、宇治田原町、笠置町、和束町、精華町、南

山城村）。これらの地域では、特に普段から十分な備えや準備が求められます。 

 

※モーメントマグニチュード（Mw）：断層のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）

をもとにして計算したマグニチュード 

気象庁ホームページ「地震情報等に用いるマグニチュードについて」 

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/joho/info_magnitude.html 

 

 
図１ 「南海トラフ地震に関連する情報」の種類及び発表条件（気象庁ホームページより） 
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図２ 南海トラフ地震臨時情報に付加するキーワードと条件、監視領域、想定震源域について 

（気象庁ホームページより） 

 

※１：モーメントマグニチュード 7.0 の地震をもれなく把握するために、マグニチュードの推定誤差を見込み、地震発生直後の速報的

に求めた気象庁マグニチュードで M6.8 以上の地震から調査を開始します。 

※２：太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除きます。 

※３：気象庁及び静岡県により東海地域に設置されたひずみ計、産業技術総合研究所により愛知県、三重県、和歌山県、高知県、愛媛

県に設置されたひずみ計を使用します。 

気象庁ホームページ「南海トラフ地震に関連する情報の発表に用いるひずみ計観測点」

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/nteq/kijyun_obs_points.html 

気象庁ホームページ「ひずみ計とは」 

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/nteq/strainmeter.html 

※４：気象庁では、ひずみ計で観測された地殻変動の変動量の大きさで異常レベルを１～３として、異常監視を行っています。レベル

値は数字が大きい程異常の程度が高いことを示し、平常時のデータのゆらぎの変化速度（24 時間など、一定時間でのひずみ変化量）に

ついての出現頻度に関する調査に基づき、観測点毎（体積ひずみ計）、成分毎（多成分ひずみ計）に設定されています。 

具体的には、 

 レベル１：平常時のデータのゆらぎの中の１年に１～２回現れる程度の値に設定。 

 レベル２：レベル１の 1.5～1.8 倍に設定。 

 レベル３：レベル１の２倍に設定。 

「有意な変化」とは上記、レベル３の変化を、 

「関係すると思われる変化」は上記の「有意な変化」と同時期に周辺の観測点で観測されたレベル１以上の変化を意味します。 

※５：ひずみ観測において捉えられる、従来から観測されている短期的ゆっくりすべりとは異なる、プレート境界におけるゆっくりす

べりを意味します。 
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南海トラフのプレート境界深部（30～40km）では数ヶ月から１年程度の間隔で、数日～１週間程度かけてゆっくりとすべる現象が繰り

返し発生しており、東海地域、紀伊半島、四国地方のひずみ計でこれらに伴う変化が観測されています。このような従来から観測され

ているものとは異なる場所でゆっくりすべりが観測された場合や、同じような場所であっても、変化の速さや規模が大きいなど発生様

式が従来から観測されているものと異なるゆっくりすべりが観測された場合には、プレートの固着状況に変化があった可能性が考えら

れることから、南海トラフ地震との関連性についての調査を開始します。 

なお、数ヶ月から数年間継続するようなゆっくりすべり（長期的ゆっくりすべり）の場合はその変化速度が小さく、短期的にプレート

境界の固着状態が変化するようなものではないことから、本ケースの対象としません。 

※６：断層のずれの規模（ずれ動いた部分の面積×ずれた量×岩石の硬さ）をもとにして計算したマグニチュードです。従来の地震波

の最大振幅から求めるマグニチュードに比べて、巨大地震に対してもその規模を正しく表せる特徴を持っています。ただし、このマグ

ニチュードを求めるには若干時間を要するため、気象庁が地震発生直後に発表する津波警報等や地震速報には、地震波の最大振幅から

求められる気象庁マグニチュードを用いています。 

 

 
図３ リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」」の一部（気象庁ホームページより） 
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図４ 南海トラフ地震により想定される震度分布図（陸域ケース）（内閣府ホームページより） 

 

 

気象庁ホームページ「南海トラフ地震に関連する情報の種類と発表条件」

https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/nteq/info_criterion.html 

 

気象庁ホームページ「リーフレット「南海トラフ地震 -その時の備え-」」 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq/index.html 

 

内閣府ホームページ「南海トラフ地震対策検討ワーキンググループ（南海トラフ地震の被害想定）」 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/nankaitrough_info.html 

 

内閣府ホームページ「推進地域・特別強化地域」 

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/ 

 

大阪管区気象台ホームページ「南海トラフ地震特設ページ」 

https://www.data.jma.go.jp/osaka/jishinkazan/nankai/index.html 

 


